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　新年、明けましておめでとう

ございます。 

　令和４年の初春を迎え、謹ん

でお慶びを申し上げます。

　昨年秋以降、新型コロナウイ

ルスの新規感染者が著しく減少

し、日常生活が戻りつつあると

感じられる状況の中で新しい年

を迎えられたことを皆様ととも

に喜びたいと思います。

　昨年はコロナ対応に追われた

１年でした。国、秋田県、大仙市

からは補助金、給付金など一昨

年に引き続き様々な支援策を講

じて頂き、感謝申し上げます。

　商工会議所では、国、県、市の

施策を活用した支援を行うため

経営相談窓口を開設したところ、

多くの方が相談に訪れました。

今年も国、県、市の動向に留意し

ながら支援を継続して参ります。

　また、昨年実施した電子商取

引セミナー、デジタル化セミ

ナーの実績を踏まえて、ポスト

コロナを見据えたデジタルを活

用したビジネス変革への支援を

さらに充実して参ります。

　また、近年、SDGs（エス・ディ・

ジーズ）の取組が活発になりつ

つあります。

　SDGsは、2015年の国連サミッ

トで採択され、貧困や保健、環境

やエネルギー、経済や産業など

17の目標で構成され、2030年の

「持続可能な社会」の実現を目指

して世界各国で取組が進められ

ています。

　経済・産業分野では、SDGsの

取組の有無（うむ）が取引等に影

響するなど、企業活動あるいは

地域経済・産業の発展において

不可欠な要素になりつつあり

ます。

　大曲商工会議所は、経済活動

におけるSDGsの重要性や企業

発展に欠かせない新しい要素と

して理解を深め、行動に移して

頂くための機会創出に積極的に

取り組んで参ります。

　次に、大曲の花火について、申

し上げます。

　全国花火競技大会が２年連続

で開催出来なかったため花火振

興事業特別会計は大変厳しい状

況となりましたが、昨年９月に

大仙市から緊急財政支援を実施

して頂きました。この決定をし

て頂いた老松市長並びに大仙市

議会の皆様に改めて御礼を申し

上げます。

　大曲の花火は、前年の大会の

反省を踏まえ、また将来を見据

え、関係者のご協力を頂きなが

ら、打上会場及び観覧会場の整

備などを行い、そのブランドに

相応しい大会となるよう取り組

んで参りました。

　コロナ禍の２年は、大きな変

化に対応するために、どの様に

すべきかを根本から考える機会

になりました。「大曲の花火」の

歴史と格式を大切にし、「守るべ

きものは守り」、変化を受け入れ

て「変えるべきものは変え」新し

い試みに挑戦し、さらに魅力あ

ふれる大会にしていきたいと

思っています。

　さて、昨年３月に「冬の章－新

作花火コレクション2021」を「大

曲の花火」公園で競技内容と褒

章を充実させて開催いたしまし

た。当日は生憎の雪模様で花火

観覧には大変厳しい気候条件で

ありました。

　こうした反省を踏まえて、今

年は新作花火コレクション2022

をゴールデンウイーク初日の４

月29日に開催し、翌４月30日に

「春の章」を一般社団法人「日本

煙火芸術協会60周年記念事業花

火」とコラボレーションしたプ

ログラムで開催いたします。花

火の連日開催は平成29年４月の

第16回国際花火シンポジウム以

来になります。大曲の花火を待

ちわびていた方々から多数ご来

場頂けるよう連日開催の魅力を

十分にPRして参ります。また、

チケットは新作花火コレクショ

ン、春の章いずれも３月１日か

ら販売いたします。

　延期となっていた「第94回全

国花火競技大会」は花火の内容

に変更はありませんが、観覧会

場についてコロナ感染対策と河

川増水による観覧席被害を回避

することを目的に、従来の桟敷

席を廃止し、４人定員のいす

テーブル席、３人掛けのベンチ

席、一人用いす席、４人定員のブ

ルーシート席、３人掛けの堤防

法面席の５種類で販売いたしま

すが、観客の反応を見ながら今

後の在り方を検討したいと考え

ております。観客席数、料金に関

しても見直しを行っております

が、詳細については、４月にお知

らせする予定であります。

　また、昨年10月に大仙市から

委託を受けて「プライベート花

火」旅行エージェント招請事業

を実施いたしました。この事業

は旅行業者から「プライベート

花火」と大仙市の観光資源等を

体験して頂き、実際に観光ツ

アーを造成してもらうもので、

今年から旅行業者による「プラ

イベート花火鑑賞ツアー」が行

われます。

　最後に、昨年11月18日に日本

商工会議所が「民間主導による

公民共創まちづくりの実現に向

けた意見」を政府に提出いたし

ました。

　意見書では、地域商業の衰退

と人口減少・高齢化の進展に

よって都市の中心市街地におい

て空き地・空き家等がランダム

に発生する「都市のスポンジ化」

が進行している現状を踏まえ、

公的支援を実施できる行政と利

活用意識の高い民間が一体と

なって低未利用不動産対策を進

めれば、新たな店舗の増加・雇用

の拡大、まちの活性化・人口定着

へとつながり、地域経済の好循

環をもたらす可能性があり、経

済活性化策として公民共創によ

る積極的な低未利用不動産対策

を進める必要があるとしていま

す。また商工会議所・まちづくり

会社の役割は、地域の将来ビ

ジョンを打ち出し、ビジョンの

実現に向け、公民連携によるま

ちづくりの推進役になることと

しています。

　現在、大仙市、地権者、大曲商

工会議所で検討協議を行ってい

る「JR大曲駅西口の民有地整

備」は、こうした考えの基に取組

を進めております。

　平成13年11月20日に制定され

た「商工会議所議員憲章」には

「私たち議員は、地域経済と健全

な社会の発展のため、進取の精

神と旺盛な行動力をもって本憲

章に掲げる商工会議所活動を実

践します。」と決意が述べられて

います。

　大曲商工会議所は、憲章の精

神に則り今年も会員事業所への

支援と地域経済の回復に向けて

様々な事業・活動に全力で取り

組んで参ります。

　皆様のご支援とご協力をお願

いし、私の年頭の挨拶とさせて

いただきます。

　本年もどうぞよろしくお願い

いたします。

年頭のあいさつ
会頭　佐々木　繁　治
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　新年、明けましておめでとう

ございます。 

　令和４年の初春を迎え、謹ん

でお慶びを申し上げます。

　昨年秋以降、新型コロナウイ

ルスの新規感染者が著しく減少

し、日常生活が戻りつつあると

感じられる状況の中で新しい年

を迎えられたことを皆様ととも

に喜びたいと思います。

　昨年はコロナ対応に追われた

１年でした。国、秋田県、大仙市

からは補助金、給付金など一昨

年に引き続き様々な支援策を講

じて頂き、感謝申し上げます。

　商工会議所では、国、県、市の

施策を活用した支援を行うため

経営相談窓口を開設したところ、

多くの方が相談に訪れました。

今年も国、県、市の動向に留意し

ながら支援を継続して参ります。

　また、昨年実施した電子商取

引セミナー、デジタル化セミ

ナーの実績を踏まえて、ポスト

コロナを見据えたデジタルを活

用したビジネス変革への支援を

さらに充実して参ります。

　また、近年、SDGs（エス・ディ・

ジーズ）の取組が活発になりつ

つあります。

　SDGsは、2015年の国連サミッ

トで採択され、貧困や保健、環境

やエネルギー、経済や産業など

17の目標で構成され、2030年の

「持続可能な社会」の実現を目指

して世界各国で取組が進められ

ています。

　経済・産業分野では、SDGsの

取組の有無（うむ）が取引等に影

響するなど、企業活動あるいは

地域経済・産業の発展において

不可欠な要素になりつつあり

ます。

　大曲商工会議所は、経済活動

におけるSDGsの重要性や企業

発展に欠かせない新しい要素と

して理解を深め、行動に移して

頂くための機会創出に積極的に

取り組んで参ります。

　次に、大曲の花火について、申

し上げます。

　全国花火競技大会が２年連続

で開催出来なかったため花火振

興事業特別会計は大変厳しい状

況となりましたが、昨年９月に

大仙市から緊急財政支援を実施

して頂きました。この決定をし

て頂いた老松市長並びに大仙市

議会の皆様に改めて御礼を申し

上げます。

　大曲の花火は、前年の大会の

反省を踏まえ、また将来を見据

え、関係者のご協力を頂きなが

ら、打上会場及び観覧会場の整

備などを行い、そのブランドに

相応しい大会となるよう取り組

んで参りました。

　コロナ禍の２年は、大きな変

化に対応するために、どの様に

すべきかを根本から考える機会

になりました。「大曲の花火」の

歴史と格式を大切にし、「守るべ

きものは守り」、変化を受け入れ

て「変えるべきものは変え」新し

い試みに挑戦し、さらに魅力あ

ふれる大会にしていきたいと

思っています。

　さて、昨年３月に「冬の章－新

作花火コレクション2021」を「大

曲の花火」公園で競技内容と褒

章を充実させて開催いたしまし

た。当日は生憎の雪模様で花火

観覧には大変厳しい気候条件で

ありました。

　こうした反省を踏まえて、今

年は新作花火コレクション2022

をゴールデンウイーク初日の４

月29日に開催し、翌４月30日に

「春の章」を一般社団法人「日本

煙火芸術協会60周年記念事業花

火」とコラボレーションしたプ

ログラムで開催いたします。花

火の連日開催は平成29年４月の

第16回国際花火シンポジウム以

来になります。大曲の花火を待

ちわびていた方々から多数ご来

場頂けるよう連日開催の魅力を

十分にPRして参ります。また、

チケットは新作花火コレクショ

ン、春の章いずれも３月１日か

ら販売いたします。

　延期となっていた「第94回全

国花火競技大会」は花火の内容

に変更はありませんが、観覧会

場についてコロナ感染対策と河

川増水による観覧席被害を回避

することを目的に、従来の桟敷

席を廃止し、４人定員のいす

テーブル席、３人掛けのベンチ

席、一人用いす席、４人定員のブ

ルーシート席、３人掛けの堤防

法面席の５種類で販売いたしま

すが、観客の反応を見ながら今

後の在り方を検討したいと考え

ております。観客席数、料金に関

しても見直しを行っております

が、詳細については、４月にお知

らせする予定であります。

　また、昨年10月に大仙市から

委託を受けて「プライベート花

火」旅行エージェント招請事業

を実施いたしました。この事業

は旅行業者から「プライベート

花火」と大仙市の観光資源等を

体験して頂き、実際に観光ツ

アーを造成してもらうもので、

今年から旅行業者による「プラ

イベート花火鑑賞ツアー」が行

われます。

　最後に、昨年11月18日に日本

商工会議所が「民間主導による

公民共創まちづくりの実現に向

けた意見」を政府に提出いたし

ました。

　意見書では、地域商業の衰退

と人口減少・高齢化の進展に

よって都市の中心市街地におい

て空き地・空き家等がランダム

に発生する「都市のスポンジ化」

が進行している現状を踏まえ、

公的支援を実施できる行政と利

活用意識の高い民間が一体と

なって低未利用不動産対策を進

めれば、新たな店舗の増加・雇用

の拡大、まちの活性化・人口定着

へとつながり、地域経済の好循

環をもたらす可能性があり、経

済活性化策として公民共創によ

る積極的な低未利用不動産対策

を進める必要があるとしていま

す。また商工会議所・まちづくり

会社の役割は、地域の将来ビ

ジョンを打ち出し、ビジョンの

実現に向け、公民連携によるま

ちづくりの推進役になることと

しています。

　現在、大仙市、地権者、大曲商

工会議所で検討協議を行ってい

る「JR大曲駅西口の民有地整

備」は、こうした考えの基に取組

を進めております。

　平成13年11月20日に制定され

た「商工会議所議員憲章」には

「私たち議員は、地域経済と健全

な社会の発展のため、進取の精

神と旺盛な行動力をもって本憲

章に掲げる商工会議所活動を実

践します。」と決意が述べられて

います。

　大曲商工会議所は、憲章の精

神に則り今年も会員事業所への

支援と地域経済の回復に向けて

様々な事業・活動に全力で取り

組んで参ります。

　皆様のご支援とご協力をお願

いし、私の年頭の挨拶とさせて

いただきます。

　本年もどうぞよろしくお願い

いたします。

つ

１月６日新春賀詞交歓会の会頭あいさつを掲載いたしました。
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詳しくは商工会議所または保証協会へ

商工会議所と連携して資金調達をお手伝い

商工団体
　推薦保証

大曲支所  ℡ 0187-63-1811 

信用保証と経営支援で秋田の企業を応援します

光プロダクション©

　明けましておめでとうござい

ます。

　2022年の新春を迎え、謹んで

お慶び申しあげます。

　昨秋以降、国内では新型コロ

ナ新規感染者数が著しく減少し、

本格的な日常生活回復に向けた

動きが加速化する中で新年を迎

えられたことを皆さまと共に喜

びたいと思います。

　海外での感染再拡大などもあ

り、先行きの見通しは予断を許

さないものの、商工会議所は、本

年を感染防止と社会経済活動を

より高い次元で両立させる年と

位置付け、地域経済ならびにそ

れを支える事業者の皆さまの発

展のため、引き続き全力を尽く

してまいります。

　さて、コロナ禍で急激に落ち

込んだ経済もようやく回復基調

に転じましたが、依然力強さを

欠き、業種や規模により回復度

合いが異なる「Ｋ字型回復」の状

況が続いています。国民全体を

覆う閉塞感を真に打開するため

にも、昨年政府が決定した「新た

な経済対策」の着実な実行はも

とより、国民が日本の将来につ

いて明るい希望を抱けるような、

新たな成長と発展への道筋を明

確に示す必要があります。

　第２次岸田内閣の発足以降、

政府は「新しい資本主義」を掲げ、

「成長と分配の好循環」「コロナ

後の新しい社会の開拓」に向け

て議論を重ねてきました。私は

コロナ禍を通じて、「強く豊かな

国でなければ有事の際に国民を

守ることができない」と改めて

認識しましたが、日本を危機に

対するレジリエンスを備えた強

い豊かな国にするためには、コ

ロナ禍で明らかになった社会課

題の解決と経済成長を車の両輪

として同時に実現することが必

要です。

　少子高齢化に向かう人口動態

等、様々な構造的課題を抱える

わが国が、社会課題を解決する

と同時に経済成長を図るために

は、一国の豊かさを示す総合的

な指標である「１人当たりGDP」

の引き上げを国全体の目標とし

て掲げ、あらゆる分野での生産

性向上と潜在成長率の底上げを

図る必要があります。特に、雇用

の約７割を占める中小企業の生

産性を引き上げることは、ひい

てはわが国全体の生産性の向上

につながる重要な課題です。他

にも、経済・医療安全保障、成長

を支える基盤である人材育成や

科学技術研究への投資、デジタ

ル化の推進、「Ｓ＋３Ｅ」の原則

を踏まえたバランスの取れたエ

ネルギー政策と技術革新等が不

可欠です。通商面では、TPPや

RCEPの成果を踏まえ、同じ考

えを持つ国々との連携を深めつ

つ、引き続き日本が自由貿易体

制推進において主導的な役割を

果たすべきです。

　こうした課題認識を踏まえ、

われわれ商工会議所は本年、特

に以下３点について重点的な取

り組みを実行してまいります。

　第一は「デジタル活用による

中小企業の生産性向上」です。こ

れまでも幾多の困難を乗り越え

てきた日本の中小企業は、様々

な変化に柔軟かつ迅速に対応で

きる潜在的な変革力を有してい

ます。中小企業経営へのデジタ

ル活用は、生き残りをかけた自

己変革の有力な手段であり、コ

ロナ禍で加速したデジタル化の

流れを、業務効率化に留まらず、

越境EC等を通じた販路拡大、さ

らには業態転換などのビジネス

変革にまで広げる経営力向上の

柱として強力に支援してまいり

ます。

　第二は「事業再構築、取引適正

化等を通じた付加価値の向上」

です。商工会議所による伴走型

の経営相談体制の強化により、

事業承継や事業の再生・再構築

を後押しし、経営の効率化や付

加価値創出力の向上を強力に支

援してまいります。また、大企業

と中小企業で構成されるサプラ

イチェーン全体で、創出した付

加価値やコストをフェアに分か

ち合う取引適正化も不可欠です。

登録企業が４千社を超えた「パー

トナーシップ構築宣言」は、官民

連携でこれを実現するための有

力なプラットフォームであり、

今後は宣言の実効性をより高め、

中小企業の付加価値向上、ひい

ては日本全体の成長力の底上げ

に寄与してまいります。

　第三は「地域ぐるみの地方創

生の推進」です。東京一極集中と

言われますが、実際には一次産

業の成長産業化、インフラ整備

を通じた製造業の集積、インバ

ウンド需要の取り込みなどを進

めてきた地方圏の方が、東京圏

よりも高い経済成長率を実現し

ております。コロナ禍を契機と

したさらなる地方分散化の動き

もみられる中、政府の「デジタル

田園都市国家構想」も踏まえ、こ

うしたモメンタムを地方創生の

加速化につなげていくことは、

レジリエントな日本の国土形成

のためにも不可欠です。商工会

議所は、地域総合経済団体とし

て地域の多様な主体との連携を

深め、地域ぐるみの地方創生を

さらに後押ししてまいります。

　最後に、日本商工会議所は今

年で創立100周年を迎えます。

「地域とともに、未来を創る」を

スローガンに、次の100年に向け

て、中小企業の活力強化と地域

活性化による日本経済の持続的

な成長の実現を目指し、515商工

会議所と連合会、青年部、女性会、

海外の商工会議所とのネット

ワーク力を最大限活用し、新し

い時代を皆さまと切り拓いてま

いりたいと思います。引き続き

のご支援、ご協力をお願いして、

私の年頭のあいさつとさせてい

ただきます。

　　　　　　　　　　　以上

年頭所感　～地域とともに、未来を創る～

日本商工会議所会頭　三　村　明　夫
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　明けましておめでとうござい

ます。

　2022年の新春を迎え、謹んで

お慶び申しあげます。

　昨秋以降、国内では新型コロ

ナ新規感染者数が著しく減少し、

本格的な日常生活回復に向けた

動きが加速化する中で新年を迎

えられたことを皆さまと共に喜

びたいと思います。

　海外での感染再拡大などもあ

り、先行きの見通しは予断を許

さないものの、商工会議所は、本

年を感染防止と社会経済活動を

より高い次元で両立させる年と

位置付け、地域経済ならびにそ

れを支える事業者の皆さまの発

展のため、引き続き全力を尽く

してまいります。

　さて、コロナ禍で急激に落ち

込んだ経済もようやく回復基調

に転じましたが、依然力強さを

欠き、業種や規模により回復度

合いが異なる「Ｋ字型回復」の状

況が続いています。国民全体を

覆う閉塞感を真に打開するため

にも、昨年政府が決定した「新た

な経済対策」の着実な実行はも

とより、国民が日本の将来につ

いて明るい希望を抱けるような、

新たな成長と発展への道筋を明

確に示す必要があります。

　第２次岸田内閣の発足以降、

政府は「新しい資本主義」を掲げ、

「成長と分配の好循環」「コロナ

後の新しい社会の開拓」に向け

て議論を重ねてきました。私は

コロナ禍を通じて、「強く豊かな

国でなければ有事の際に国民を

守ることができない」と改めて

認識しましたが、日本を危機に

対するレジリエンスを備えた強

い豊かな国にするためには、コ

ロナ禍で明らかになった社会課

題の解決と経済成長を車の両輪

として同時に実現することが必

要です。

　少子高齢化に向かう人口動態

等、様々な構造的課題を抱える

わが国が、社会課題を解決する

と同時に経済成長を図るために

は、一国の豊かさを示す総合的

な指標である「１人当たりGDP」

の引き上げを国全体の目標とし

て掲げ、あらゆる分野での生産

性向上と潜在成長率の底上げを

図る必要があります。特に、雇用

の約７割を占める中小企業の生

産性を引き上げることは、ひい

てはわが国全体の生産性の向上

につながる重要な課題です。他

にも、経済・医療安全保障、成長

を支える基盤である人材育成や

科学技術研究への投資、デジタ

ル化の推進、「Ｓ＋３Ｅ」の原則

を踏まえたバランスの取れたエ

ネルギー政策と技術革新等が不

可欠です。通商面では、TPPや

RCEPの成果を踏まえ、同じ考

えを持つ国々との連携を深めつ

つ、引き続き日本が自由貿易体

制推進において主導的な役割を

果たすべきです。

　こうした課題認識を踏まえ、

われわれ商工会議所は本年、特

に以下３点について重点的な取

り組みを実行してまいります。

　第一は「デジタル活用による

中小企業の生産性向上」です。こ

れまでも幾多の困難を乗り越え

てきた日本の中小企業は、様々

な変化に柔軟かつ迅速に対応で

きる潜在的な変革力を有してい

ます。中小企業経営へのデジタ

ル活用は、生き残りをかけた自

己変革の有力な手段であり、コ

ロナ禍で加速したデジタル化の

流れを、業務効率化に留まらず、

越境EC等を通じた販路拡大、さ

らには業態転換などのビジネス

変革にまで広げる経営力向上の

柱として強力に支援してまいり

ます。

　第二は「事業再構築、取引適正

化等を通じた付加価値の向上」

です。商工会議所による伴走型

の経営相談体制の強化により、

事業承継や事業の再生・再構築

を後押しし、経営の効率化や付

加価値創出力の向上を強力に支

援してまいります。また、大企業

と中小企業で構成されるサプラ

イチェーン全体で、創出した付

加価値やコストをフェアに分か

ち合う取引適正化も不可欠です。

登録企業が４千社を超えた「パー

トナーシップ構築宣言」は、官民

連携でこれを実現するための有

力なプラットフォームであり、

今後は宣言の実効性をより高め、

中小企業の付加価値向上、ひい

ては日本全体の成長力の底上げ

に寄与してまいります。

　第三は「地域ぐるみの地方創

生の推進」です。東京一極集中と

言われますが、実際には一次産

業の成長産業化、インフラ整備

を通じた製造業の集積、インバ

ウンド需要の取り込みなどを進

めてきた地方圏の方が、東京圏

よりも高い経済成長率を実現し

ております。コロナ禍を契機と

したさらなる地方分散化の動き

もみられる中、政府の「デジタル

田園都市国家構想」も踏まえ、こ

うしたモメンタムを地方創生の

加速化につなげていくことは、

レジリエントな日本の国土形成

のためにも不可欠です。商工会

議所は、地域総合経済団体とし

て地域の多様な主体との連携を

深め、地域ぐるみの地方創生を

さらに後押ししてまいります。

　最後に、日本商工会議所は今

年で創立100周年を迎えます。

「地域とともに、未来を創る」を

スローガンに、次の100年に向け

て、中小企業の活力強化と地域

活性化による日本経済の持続的

な成長の実現を目指し、515商工

会議所と連合会、青年部、女性会、

海外の商工会議所とのネット

ワーク力を最大限活用し、新し

い時代を皆さまと切り拓いてま

いりたいと思います。引き続き

のご支援、ご協力をお願いして、

私の年頭のあいさつとさせてい

ただきます。

　　　　　　　　　　　以上
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　新年明けましておめでとうご

ざいます。

　皆様におかれましては、健やか

に新春をお迎えのことと、心から

お慶び申し上げます。

　昨年を振り返りますと､新型コ

ロナウイルス感染症の流行が続

き、秋以降は日常の生活風景が戻

りつつありますが、県内でも多く

の業種で影響を受けていること

から、県では経済の下支えととも

に活性化を図っているところで

あります。

　一方、水稲新品種「サキホコレ」

がプレデビューを果たし、県内外

での人気を集めるなど、明るい話

題もございました。

　こうした中、コロナ禍における

社会経済情勢や価値観の急激な

変化に加え、デジタル化の進展や、

ＥＶ化などの脱炭素社会の実現
に向けた取組の加速といった時

代の潮流を捉え、本県の優位性を

発揮した施策の推進などを基本

的な視点に据えながら、果敢に

チャレンジしていくという気概

を持ち、ふるさと秋田の将来を見

据えた取組を進めていくことが

肝要であります。

　このため、４月からスタートす
る新秋田元気創造プランにおい

ては、時代の大変革期を見据えつ

つ、県政の最重要課題である人口

減少問題の克服を目指して、「賃

金水準の向上」「カーボンニュー

トラルへの挑戦」「デジタル化の

推進」の三つを、分野を超えた横

断的な「選択・集中プロジェクト」

として重点化しながら取組を進

めてまいります。

　貴会議所におかれましても、地

域経済活性化のけん引役として

一層のご尽力を賜りますようお

願い申し上げます。

　結びに、新しい年が皆様にとっ

て希望に満ちた飛躍の年となり

ますようご祈念申し上げ、年頭の

ごあいさつといたします。

年頭のごあいさつ
秋田県知事　佐　竹　敬　久

　あけましておめでとうござい

ます。新春の到来を市民の皆様と

ともに心からお慶び申し上げま

す。大曲商工会議所の皆様には、

日頃から市政運営に対しまして

特段のご理解とご協力をいただ

き、心から御礼を申し上げます。

　昨年は、大仙保健所管内におい

ても、新型コロナウイルス感染者

が一時急増する緊迫した事態と

なりましたが、地域が一丸となっ

て徹底した感染防止対策に取り

組んだ結果、感染拡大を収束させ

ることができました。市民の皆様

のご理解とご協力に心から感謝

を申し上げます。

　市ではこれまでも、市民の皆様

の暮らしを守り、地域経済を支え

る独自の施策を進めてまいりま

した。今後は、感染再拡大防止と

社会経済活動の両立を目指した

取組を実施するとともに、引き続

き、健康・福祉、防災・減災、移住・

定住、結婚・子育てなど様々な施

策を重層的に展開してまいり

ます。

　さらに、まもなく完成する新た

な企業団地への企業誘致の実現

により、雇用の創出や所得の向上、

若者の定住や地域経済の発展な

どを図ってまいります。

　新型コロナウイルス感染症の

広まりは、「私たちの暮らしに一

番大切なことは何か」を考えさせ

る転機となりました。市では、「い

のち」と「健康」を守り、「暮らし」

と「経済」を支え、少子高齢化や人

口減少社会にあっても、「市民一

人ひとりが輝き活躍しながら住

み続けられる社会」を皆様ととも

に創り上げてまいりたいと考え

ております。市民の皆様におかれ

ましては、引き続き、一層のご理

解とご協力をお願い申し上げ

ます。

　大曲商工会議所及び会員企業

の皆様の今年一年のご多幸とご

健勝を心からお祈り申し上げま

して、年頭のごあいさつといたし

ます。

年頭のあいさつ
大仙市長　老　松　博　行
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地震に備える共済
取り扱いしております

休業対応応援共済
地震危険補償共済
地震危険補償特約

（火災共済契約に付帯する特約）

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　昨年も食品関連業部会の様々

な事業へご参加とご協力を賜り、

心より御礼申し上げます。

　まもなく２年となるコロナ禍。
ほとんどの部会員事業所が大幅

な売上減少による厳しい経営を

長く強いられ続けています。

　単なる自粛ではなく、お客様

の消費嗜好や慣習自体がこの２
年間で大きく変化し、コロナが

収束しても、もはや以前と同じ

状況には戻らないということが

明白になりました。事業の継続

のためには自ら変革し、「コロナ

で加速された早い時代の流れ」

に乗らねばなりません。

　部会員皆さまが、この厳しい

状況に対応する一助となるべく、

業容変革、販路拡大を目指し、

１）経営・営業・販路獲得力アッ
プ、２）商品の魅力アップ、３）広
報PR力アップなど、旧に倍して
事業を推進致します。

　本年も会員皆さまのご指導と

ご協力、そしてなによりも事業

への参加をよろしくお願い申し

上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。旧年中

は一般商業部会の活動にご理解

とご協力を頂き誠にありがとう

ございます。

　新型コロナウィルス感染拡大

の波に大きく影響され、一昨年

よりも厳しい印象の年でした。

そんな中でも人と人との繋がり

や出会いがこんなにもありがた

く、励まされた事に感謝の一年

でした。物の売り方や買い方、

我々を取り巻く環境が大きく変

化していく中でも、変わらずに

守り続けていかなければいけな

い事に気付けるかどうか、自店

の「存在意義」は何なのか、誰の

ために何の為に商売をしている

のか、志をしっかりと持たなけ

れば生き残れない厳しい時代へ

と、このコロナが加速させてし

まった事に対しての危機管理の

意識を強く考え行動することが

大切かと思います。

　今年も一般商業部会として、

会員の皆様のお手伝いが出来れ

ばと思いますので、本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　会員皆様には、良い年をお迎

えられたこととお慶び申し上げ

ます。

　さて、昨年はサービス業全般

において新型コロナの影響によ

り一昨年同様、厳しい年でした

が、飲食業においてはワクチン

２回接種が終了したころから、
お客様が徐々に戻り始め、国・

県・市の各種給付金や支援金な

ども相まって、年末ごろから活

気が出てきております。理美容

業においても新型コロナの影響

により顧客が減少傾向にありま

したが、最近は回復傾向にあり

ます。運送業においては新型コ

ロナの影響に加え、原油価格の

高騰によりダブルパンチを受け

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
各部会長より

食品関連業部会長
辻　　卓　也

一般商業部会長
黒　澤　　輝

サービス業部会長
加　藤　恵　一

次頁に続く→

た状況にあり厳しい状態が続い

ております。最近はオミクロン

株の感染が注視されていますが、

お客様の消費マインドに影響を

与えないよう願いたいものです。

　こうした中、今年もコロナの

収束を願いつつ、ウィズコロナ、

アフターコロナに対策対応し、

頑張っていきたいと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

　明けましてお

めでとうござい

ます。

　昨年中は工業部会の活動につ

きまして多大なご協力を賜り、

誠にありがとうございました。

　現在も猛威を振るい続ける新

型コロナウイルスの感染拡大防

止のため、自粛自粛の日々でし

た。海外や県外への視察研修は

控え、昨年も建設業部会と合同

で成瀬ダム建設現場を視察して

きました。AR（拡張現実）を使っ
た、タブレット越しに建設途中

の現場をみると、現在と完成後

の姿を重ね合わせて確認するこ

とができる仕組みとなっており、

そのハイテク技術に驚いてきた

ところです。

　18回目となる「夢を語る会」は
商工業振興表彰を受賞された鈴

木正俊商店㈲の鈴木直道社長様

から事業の失敗談から今後の夢

などを熱くお話しいただいたと

ころでした。また、今回初めての

企画として製造業のものづくり

現場を紹介する「ものづくり動

画」を製作し、鑑賞いただいた参

加者の皆様から高評価を得られ

たところでした。取材先は試験

的に大同衣料(株)と(株)フルヤ
モールドでしたが、今年も２社
程の会員企業様の「ものづくり

動画」を製作したいと考えてお

ります。

　最後に本年も会員皆様のコロ

ナに負けない商売繁盛・身体健

全を心よりご祈念いたしまして

新年の挨拶といたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　旧年中は建設業部会の事業運

営に際しまして多大なるご理解

ご協力を賜り、心より御礼申し

上げます。

　令和３年においても新型コロ

ナウイルス感染拡大により、資

材の不足、価格の高騰、工期の延

長など様々な影響を受けました。

建設業界に限らず、あらゆる業

種において多大なる影響を受け

たことと思います。

　本年こそ、コロナを乗り越え、

景気回復並びに地域経済の活性

化に向け様々な事業に他部会と

連携を図りながら取り組んで参

りたいと考えております。

　さて、一昨年に引き続き工業

部会と合同で実施した会員研修

では東成瀬村で工事が進む成瀬

ダムの視察を行いました。令和

６年の完成に向け、鋭意工事が
進められており、重機の自動化

やAR、VRによる完成シミュ
レーションなど建設現場におけ

るデジタル化を体感し、大変参

考となった研修となりました。

　今後も本部会として会員の皆

様に役立つ情報の提供と各種事

業を積極的に進めてまいりたい

と考えております。

　最後になりましたが、本年も

一日も早い新型コロナ収束と会

員の皆様の商売繁盛と御健勝を

祈念し新年のご挨拶といたしま

す。

　　新年あけま

しておめでとう

ございます。

　旧年中は青年部の活動にご理

解とご協力を賜り、心から御礼

申し上げます。

　一昨年から続く新型コロナウ

イルスによる社会や経済への厳

しい状況は、昨年においても相

変わらず継続しておりました。

　令和３年度、青年部は「HELLO 
NEW WORLD～新しい社会は
自分たちから～」をスローガン

に、このような時こそ地域を支

える青年経済人としてこの状況

を前向きに迎え入れ、我々こそ

が社会を作り上げるのだとの気

概で創意と工夫、勇気と情熱を

もって地域の発展の為に活動し

て参りました。

　ECサイト参入セミナーにお
いてはZOOMの使用を含め５
回に分けて開催し、ECサービス
の具体的特徴から導入・検証ま

で行い、メンバーそれぞれの商

売に大変有益なものとすること

ができました。

　最後になりますが、皆さまの

商売繁盛・家内安全を心よりご

祈念いたしますとともに、引き

続きご指導ご鞭撻のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。日頃よ

り女性会に対しまして格別なる

ご指導ご鞭撻を頂き厚く御礼申

し上げます。

　昨年は新型コロナウイルスの

感染拡大防止により女性会の東

北・全国大会と大きな行事はす

べて中止となりました。

　県内の行事もオンライン形式

となり直接お会いすることなく

寂しい限りでしたが、10月緊急
事態宣言解除により、秋田商工

会議所女性会60周年記念大会・
祝賀会が10月21日に秋田キャッ
スルホテルにて盛大に開催され

ました。コロナ禍の中、飲食を伴

う祝賀会を開催するのは勇気の

いる決断だったと思います。三

密を避けコロナ対策をしっかり

し、隣の方ともマスク越しに、楽

しいおしゃべりをしてまいりま

した。この大会からもすべてを

中止にするのではなく、どのよ

うにしたらwith コロナとして
事業開催していくか、試行錯誤

する時期ではないかと思いまし

た。本年度はコロナの感染状況

をみながら、事業も少しずつ増

やしてまいりたいと考えており

ます。

　ハイテクの苦手な人の多い女

性会ですが若い会員を増やして、

会員同士の交流を深め、勉強し

ながら前をしっかり見つめてま

いりたいと思います。女性会会

員の笑顔と笑い声が大曲の街中

に広がり、コロナウイルスが早

く収束しますように祈念いたし

まして新年の挨拶といたします。
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　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　昨年も食品関連業部会の様々

な事業へご参加とご協力を賜り、

心より御礼申し上げます。

　まもなく２年となるコロナ禍。
ほとんどの部会員事業所が大幅

な売上減少による厳しい経営を

長く強いられ続けています。

　単なる自粛ではなく、お客様

の消費嗜好や慣習自体がこの２
年間で大きく変化し、コロナが

収束しても、もはや以前と同じ

状況には戻らないということが

明白になりました。事業の継続

のためには自ら変革し、「コロナ

で加速された早い時代の流れ」

に乗らねばなりません。

　部会員皆さまが、この厳しい

状況に対応する一助となるべく、

業容変革、販路拡大を目指し、

１）経営・営業・販路獲得力アッ
プ、２）商品の魅力アップ、３）広
報PR力アップなど、旧に倍して
事業を推進致します。

　本年も会員皆さまのご指導と

ご協力、そしてなによりも事業

への参加をよろしくお願い申し

上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。旧年中

は一般商業部会の活動にご理解

とご協力を頂き誠にありがとう

ございます。

　新型コロナウィルス感染拡大

の波に大きく影響され、一昨年

よりも厳しい印象の年でした。

そんな中でも人と人との繋がり

や出会いがこんなにもありがた

く、励まされた事に感謝の一年

でした。物の売り方や買い方、

我々を取り巻く環境が大きく変

化していく中でも、変わらずに

守り続けていかなければいけな

い事に気付けるかどうか、自店

の「存在意義」は何なのか、誰の

ために何の為に商売をしている

のか、志をしっかりと持たなけ

れば生き残れない厳しい時代へ

と、このコロナが加速させてし

まった事に対しての危機管理の

意識を強く考え行動することが

大切かと思います。

　今年も一般商業部会として、

会員の皆様のお手伝いが出来れ

ばと思いますので、本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　会員皆様には、良い年をお迎

えられたこととお慶び申し上げ

ます。

　さて、昨年はサービス業全般

において新型コロナの影響によ

り一昨年同様、厳しい年でした

が、飲食業においてはワクチン

２回接種が終了したころから、
お客様が徐々に戻り始め、国・

県・市の各種給付金や支援金な

ども相まって、年末ごろから活

気が出てきております。理美容

業においても新型コロナの影響

により顧客が減少傾向にありま

したが、最近は回復傾向にあり

ます。運送業においては新型コ

ロナの影響に加え、原油価格の

高騰によりダブルパンチを受け

た状況にあり厳しい状態が続い

ております。最近はオミクロン

株の感染が注視されていますが、

お客様の消費マインドに影響を

与えないよう願いたいものです。

　こうした中、今年もコロナの

収束を願いつつ、ウィズコロナ、

アフターコロナに対策対応し、

頑張っていきたいと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

　明けましてお

めでとうござい

ます。

　昨年中は工業部会の活動につ

きまして多大なご協力を賜り、

誠にありがとうございました。

　現在も猛威を振るい続ける新

型コロナウイルスの感染拡大防

止のため、自粛自粛の日々でし

た。海外や県外への視察研修は

控え、昨年も建設業部会と合同

で成瀬ダム建設現場を視察して

きました。AR（拡張現実）を使っ
た、タブレット越しに建設途中

の現場をみると、現在と完成後

の姿を重ね合わせて確認するこ

とができる仕組みとなっており、

そのハイテク技術に驚いてきた

ところです。

　18回目となる「夢を語る会」は
商工業振興表彰を受賞された鈴

木正俊商店㈲の鈴木直道社長様

から事業の失敗談から今後の夢

などを熱くお話しいただいたと

ころでした。また、今回初めての

企画として製造業のものづくり

現場を紹介する「ものづくり動

画」を製作し、鑑賞いただいた参

加者の皆様から高評価を得られ

たところでした。取材先は試験

的に大同衣料(株)と(株)フルヤ
モールドでしたが、今年も２社
程の会員企業様の「ものづくり

動画」を製作したいと考えてお

ります。

　最後に本年も会員皆様のコロ

ナに負けない商売繁盛・身体健

全を心よりご祈念いたしまして

新年の挨拶といたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　旧年中は建設業部会の事業運

営に際しまして多大なるご理解

ご協力を賜り、心より御礼申し

上げます。

　令和３年においても新型コロ

ナウイルス感染拡大により、資

材の不足、価格の高騰、工期の延

長など様々な影響を受けました。

建設業界に限らず、あらゆる業

種において多大なる影響を受け

たことと思います。

　本年こそ、コロナを乗り越え、

景気回復並びに地域経済の活性

化に向け様々な事業に他部会と

連携を図りながら取り組んで参

りたいと考えております。

　さて、一昨年に引き続き工業

部会と合同で実施した会員研修

では東成瀬村で工事が進む成瀬

ダムの視察を行いました。令和

６年の完成に向け、鋭意工事が
進められており、重機の自動化

やAR、VRによる完成シミュ
レーションなど建設現場におけ

るデジタル化を体感し、大変参

考となった研修となりました。

　今後も本部会として会員の皆

様に役立つ情報の提供と各種事

業を積極的に進めてまいりたい

と考えております。

　最後になりましたが、本年も

一日も早い新型コロナ収束と会

員の皆様の商売繁盛と御健勝を

祈念し新年のご挨拶といたしま

す。

　　新年あけま

しておめでとう

ございます。

　旧年中は青年部の活動にご理

解とご協力を賜り、心から御礼

申し上げます。

　一昨年から続く新型コロナウ

イルスによる社会や経済への厳

しい状況は、昨年においても相

変わらず継続しておりました。

　令和３年度、青年部は「HELLO 
NEW WORLD～新しい社会は
自分たちから～」をスローガン

に、このような時こそ地域を支

える青年経済人としてこの状況

を前向きに迎え入れ、我々こそ

が社会を作り上げるのだとの気

概で創意と工夫、勇気と情熱を

もって地域の発展の為に活動し

て参りました。

　ECサイト参入セミナーにお
いてはZOOMの使用を含め５
回に分けて開催し、ECサービス
の具体的特徴から導入・検証ま

で行い、メンバーそれぞれの商

売に大変有益なものとすること

ができました。

　最後になりますが、皆さまの

商売繁盛・家内安全を心よりご

祈念いたしますとともに、引き

続きご指導ご鞭撻のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。日頃よ

り女性会に対しまして格別なる

ご指導ご鞭撻を頂き厚く御礼申

し上げます。

　昨年は新型コロナウイルスの

感染拡大防止により女性会の東

北・全国大会と大きな行事はす

べて中止となりました。

　県内の行事もオンライン形式

となり直接お会いすることなく

寂しい限りでしたが、10月緊急
事態宣言解除により、秋田商工

会議所女性会60周年記念大会・
祝賀会が10月21日に秋田キャッ
スルホテルにて盛大に開催され

ました。コロナ禍の中、飲食を伴

う祝賀会を開催するのは勇気の

いる決断だったと思います。三

密を避けコロナ対策をしっかり

し、隣の方ともマスク越しに、楽

しいおしゃべりをしてまいりま

した。この大会からもすべてを

中止にするのではなく、どのよ

うにしたらwith コロナとして
事業開催していくか、試行錯誤

する時期ではないかと思いまし

た。本年度はコロナの感染状況

をみながら、事業も少しずつ増

やしてまいりたいと考えており

ます。

　ハイテクの苦手な人の多い女

性会ですが若い会員を増やして、

会員同士の交流を深め、勉強し

ながら前をしっかり見つめてま

いりたいと思います。女性会会

員の笑顔と笑い声が大曲の街中

に広がり、コロナウイルスが早

く収束しますように祈念いたし

まして新年の挨拶といたします。

工業部会長
古　谷　武　美

建設業部会長
小　原　　貴
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　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　昨年も食品関連業部会の様々

な事業へご参加とご協力を賜り、

心より御礼申し上げます。

　まもなく２年となるコロナ禍。
ほとんどの部会員事業所が大幅

な売上減少による厳しい経営を

長く強いられ続けています。

　単なる自粛ではなく、お客様

の消費嗜好や慣習自体がこの２
年間で大きく変化し、コロナが

収束しても、もはや以前と同じ

状況には戻らないということが

明白になりました。事業の継続

のためには自ら変革し、「コロナ

で加速された早い時代の流れ」

に乗らねばなりません。

　部会員皆さまが、この厳しい

状況に対応する一助となるべく、

業容変革、販路拡大を目指し、

１）経営・営業・販路獲得力アッ
プ、２）商品の魅力アップ、３）広
報PR力アップなど、旧に倍して
事業を推進致します。

　本年も会員皆さまのご指導と

ご協力、そしてなによりも事業

への参加をよろしくお願い申し

上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。旧年中

は一般商業部会の活動にご理解

とご協力を頂き誠にありがとう

ございます。

　新型コロナウィルス感染拡大

の波に大きく影響され、一昨年

よりも厳しい印象の年でした。

そんな中でも人と人との繋がり

や出会いがこんなにもありがた

く、励まされた事に感謝の一年

でした。物の売り方や買い方、

我々を取り巻く環境が大きく変

化していく中でも、変わらずに

守り続けていかなければいけな

い事に気付けるかどうか、自店

の「存在意義」は何なのか、誰の

ために何の為に商売をしている

のか、志をしっかりと持たなけ

れば生き残れない厳しい時代へ

と、このコロナが加速させてし

まった事に対しての危機管理の

意識を強く考え行動することが

大切かと思います。

　今年も一般商業部会として、

会員の皆様のお手伝いが出来れ

ばと思いますので、本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　会員皆様には、良い年をお迎

えられたこととお慶び申し上げ

ます。

　さて、昨年はサービス業全般

において新型コロナの影響によ

り一昨年同様、厳しい年でした

が、飲食業においてはワクチン

２回接種が終了したころから、
お客様が徐々に戻り始め、国・

県・市の各種給付金や支援金な

ども相まって、年末ごろから活

気が出てきております。理美容

業においても新型コロナの影響

により顧客が減少傾向にありま

したが、最近は回復傾向にあり

ます。運送業においては新型コ

ロナの影響に加え、原油価格の

高騰によりダブルパンチを受け

た状況にあり厳しい状態が続い

ております。最近はオミクロン

株の感染が注視されていますが、

お客様の消費マインドに影響を

与えないよう願いたいものです。

　こうした中、今年もコロナの

収束を願いつつ、ウィズコロナ、

アフターコロナに対策対応し、

頑張っていきたいと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

　明けましてお

めでとうござい

ます。

　昨年中は工業部会の活動につ

きまして多大なご協力を賜り、

誠にありがとうございました。

　現在も猛威を振るい続ける新

型コロナウイルスの感染拡大防

止のため、自粛自粛の日々でし

た。海外や県外への視察研修は

控え、昨年も建設業部会と合同

で成瀬ダム建設現場を視察して

きました。AR（拡張現実）を使っ
た、タブレット越しに建設途中

の現場をみると、現在と完成後

の姿を重ね合わせて確認するこ

とができる仕組みとなっており、

そのハイテク技術に驚いてきた

ところです。

　18回目となる「夢を語る会」は
商工業振興表彰を受賞された鈴

木正俊商店㈲の鈴木直道社長様

から事業の失敗談から今後の夢

などを熱くお話しいただいたと

ころでした。また、今回初めての

企画として製造業のものづくり

現場を紹介する「ものづくり動

画」を製作し、鑑賞いただいた参

加者の皆様から高評価を得られ

たところでした。取材先は試験

的に大同衣料(株)と(株)フルヤ
モールドでしたが、今年も２社
程の会員企業様の「ものづくり

動画」を製作したいと考えてお

ります。

　最後に本年も会員皆様のコロ

ナに負けない商売繁盛・身体健

全を心よりご祈念いたしまして

新年の挨拶といたします。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。

　旧年中は建設業部会の事業運

営に際しまして多大なるご理解

ご協力を賜り、心より御礼申し

上げます。

　令和３年においても新型コロ

ナウイルス感染拡大により、資

材の不足、価格の高騰、工期の延

長など様々な影響を受けました。

建設業界に限らず、あらゆる業

種において多大なる影響を受け

たことと思います。

　本年こそ、コロナを乗り越え、

景気回復並びに地域経済の活性

化に向け様々な事業に他部会と

連携を図りながら取り組んで参

りたいと考えております。

　さて、一昨年に引き続き工業

部会と合同で実施した会員研修

では東成瀬村で工事が進む成瀬

ダムの視察を行いました。令和

６年の完成に向け、鋭意工事が
進められており、重機の自動化

やAR、VRによる完成シミュ
レーションなど建設現場におけ

るデジタル化を体感し、大変参

考となった研修となりました。

　今後も本部会として会員の皆

様に役立つ情報の提供と各種事

業を積極的に進めてまいりたい

と考えております。

　最後になりましたが、本年も

一日も早い新型コロナ収束と会

員の皆様の商売繁盛と御健勝を

祈念し新年のご挨拶といたしま

す。

　　新年あけま

しておめでとう

ございます。

　旧年中は青年部の活動にご理

解とご協力を賜り、心から御礼

申し上げます。

　一昨年から続く新型コロナウ

イルスによる社会や経済への厳

しい状況は、昨年においても相

変わらず継続しておりました。

　令和３年度、青年部は「HELLO 
NEW WORLD～新しい社会は
自分たちから～」をスローガン

に、このような時こそ地域を支

える青年経済人としてこの状況

を前向きに迎え入れ、我々こそ

が社会を作り上げるのだとの気

概で創意と工夫、勇気と情熱を

もって地域の発展の為に活動し

て参りました。

　ECサイト参入セミナーにお
いてはZOOMの使用を含め５
回に分けて開催し、ECサービス
の具体的特徴から導入・検証ま

で行い、メンバーそれぞれの商

売に大変有益なものとすること

ができました。

　最後になりますが、皆さまの

商売繁盛・家内安全を心よりご

祈念いたしますとともに、引き

続きご指導ご鞭撻のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

　新年あけまし

ておめでとうご

ざいます。日頃よ

り女性会に対しまして格別なる

ご指導ご鞭撻を頂き厚く御礼申

し上げます。

　昨年は新型コロナウイルスの

感染拡大防止により女性会の東

北・全国大会と大きな行事はす

べて中止となりました。

　県内の行事もオンライン形式

となり直接お会いすることなく

寂しい限りでしたが、10月緊急
事態宣言解除により、秋田商工

会議所女性会60周年記念大会・
祝賀会が10月21日に秋田キャッ
スルホテルにて盛大に開催され

ました。コロナ禍の中、飲食を伴

う祝賀会を開催するのは勇気の

いる決断だったと思います。三

密を避けコロナ対策をしっかり

し、隣の方ともマスク越しに、楽

しいおしゃべりをしてまいりま

した。この大会からもすべてを

中止にするのではなく、どのよ

うにしたらwith コロナとして
事業開催していくか、試行錯誤

する時期ではないかと思いまし

た。本年度はコロナの感染状況

をみながら、事業も少しずつ増

やしてまいりたいと考えており

ます。

　ハイテクの苦手な人の多い女

性会ですが若い会員を増やして、

会員同士の交流を深め、勉強し

ながら前をしっかり見つめてま

いりたいと思います。女性会会

員の笑顔と笑い声が大曲の街中

に広がり、コロナウイルスが早

く収束しますように祈念いたし

まして新年の挨拶といたします。

青年部会長
熊　谷　　公

女性会長
加　藤　篤　子
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株式会社　小松煙火工業
本社★〒014-0073 秋田県大仙市内小友字宮林6
　　　　　　　　　　TEL.0187・68・2625／FAX.68・4193
工場★〒014-0073 秋田県大仙市内小友字中田宮東345
　　　　　　　　　　TEL.0187・68・2161
　　　　　　　　　　E-mail：kfw1885pyro@lily.ocn.ne.jp

アクサ生命保険株式会社
秋田支社　横手営業所　
〒013-0021　横手市大町7-18　横手商工会議所会館4F
TEL 0182-33-0702

塗装で明るい街づくり塗装で明るい街づくり塗装で明るい街づくり
◆屋根・外壁塗装
◆リフォーム全般
◆JAF指定工場

◆建物解体
◆遺品整理

◆屋根・外壁塗装
◆リフォーム全般
◆JAF指定工場

◆建物解体
◆遺品整理

TEL.(0187)62-8123
大仙市花館字下殿屋敷46番地 秋田県知事許可（般-19）60038号
TEL.(0187)62-8123
大仙市花館字下殿屋敷46番地 秋田県知事許可（般-19）60038号

佐々木会頭年頭あいさつ

佐竹敬久知事　祝辞 老松博行市長　祝辞 石井浩郎参議院議員　スピーチ 渡部英治県議会議員　スピーチ

三役出迎え

大仙市議会 後藤健議長による乾杯 秋田県仙北地域振興局 小西弘紀局長による手締め（花火締め）

「進取の精神」と「旺盛な行動力」で活動する年に！新春賀詞交歓会を開催
　大曲商工会議所主催、大仙市後援による新春賀詞交歓会が、１月６日大曲エンパイヤホテルで新型コロナウイルス
感染対策を講じたうえで、会員・来賓ら約160名の参加のもと開催されました。
　主催者を代表して会頭が年頭あいさつをいたしました。（P２～３に掲載）
　来賓を代表して佐竹秋田県知事、老松市長からご祝辞を、石井参議院議員、渡部県議会議員からスピーチをいただ
きました。公務のため欠席された御法川衆議院議員からはメッセージいただき披露されました。
　引き続き、鏡開きが行われ新年を祝いました。

佐々木会頭年頭あいさつ

佐竹敬久知事　祝辞 老松博行市長　祝辞 石井浩郎参議院議員　スピーチ 渡部英治県議会議員　スピーチ

三役出迎え

大仙市議会 後藤健議長による乾杯 秋田県仙北地域振興局 小西弘紀局長による手締め（花火締め）
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秋田県知事許可（般―02）第10905号
文具・ＯＡ機器・スチール家具

株式会社 ビジネス秋田

本　　社

秋田支店

美郷支店

仙北支店

〒014-0027 秋田県大仙市大曲通町3-11
TEL（0187）63-0765㈹・FAX（0187）63-0764
〒010-1431 秋田市仁井田二ツ屋一丁目11-41斉勇ビル2F
〒019-1404 秋田県仙北郡美郷町六郷字荒町20-1
〒014-0326 秋田県仙北市角館町山根6

コロナ関連支援情報
新型コロナウイルス感染症で影響を受けている事業者向けに、国や秋田県、大仙市は様々な支援策を行っております。
コロナ禍に対応するための支援金の一部を紹介いたします。
申請方法・申請期日などを確認いただき、ぜひご活用ください。

【飲食店等事業継続緊急支援金】 詳細は
こちら

【飲食店感染予防環境整備支援事業費補助金】 詳細は
こちら

【事業復活支援金】 詳細は
こちら

　申請方法などの詳細が分かり次第お伝えいたします。

「秋田県新型コロナウイルス感染防止対策飲食店認証」を取得するための設備導入費用を支援。
　補助金額：上限額　１店舗あたり30万円（補助率：4/5）
　　　　　　　※複数店舗の設備導入を行う場合も店舗ごとに上限30万円となります。

〇郵送またはメール申請の場合
申請書類を封入の上、以下に送付ください。
〒010-0921  秋田市大町3丁目4-1 マニュライフプレイス秋田5階
秋田県新型コロナウイルス感染防止対策飲食店認証事務局宛て
Mail：info@akita‐ninshou.jp　※令和4年2月28日（月）17時必着

〇オンライン申請の場合
https://akita-ninshou.jp
申請受付フォームから申請ください。
※令和4年2月28日（月）16:59締切

〇オンライン申請の場合
申請書類を封入の上、以下に送付くだ
さい。
〒010-0951  秋田市山王2丁目1-53
秋田山王21ビル5F
秋田県飲食店等事業継続緊急支援金
事務局宛て
※令和4年1月31日（月）必着

〇郵送申請の場合
https://insyoku-shien.com
申請受付フォームから申請ください。
※令和4年1月31日（月）23:59締切

申請受付期間　令和4年1月31日（月）まで

申請受付期間　令和4年2月28日（月）まで

●支援金額について
直近決算期の売上が前年度もしくは
前々年度と比較して20%以上減少
している事業者へ

１事業者当たり
売り上げ金額3,000万円につき

［上限］
300万円30万円

60万円超～ 3,000万円
3,000万円超～ 6,000万円
6,000万円超～ 9,000万円
9,000万円超～12,000万円
12,000万円超～15,000万円
15,000万円超～18,000万円
18,000万円超～21,000万円
21,000万円超～24,000万円
24,000万円超～27,000万円
27,000万円超～

30万円
60万円
90万円
120万円
150万円
180万円
210万円
240万円
270万円
300万円

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

売上金額 支援金額

申請は郵送またはオンラインとなります。
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ＡＬＳＯＫ秋田株式会社
本　　　社 ： 秋田市卸町四丁目９番２号

　TEL ０１８-８８８-２３００　FAX ０１８-８８８-１１１０

大仙支社 ： 大仙市下深井字新百年１５４番４号

　TEL ０１８７-６３-８１９９　FAX ０１８7-６３-８３３９

受付時間 ： 平日 ０９：００～１７：４５

代表取締役　田 中  拓 美
秋田県大仙市若竹町23－70
ＴＥＬ
ＦＡＸ

（0187） 63－2233
（0187） 63－2236

〈技術と信頼〉
総合建設業・鋼構造物工事業

設　計・施　工

代表取締役　齋　藤　　靖
本社・工場　大仙市大曲西根字西道地野502番地2
TEL0187（68）2288　FAX0187（68）4488

　・　新入社員合同入社式・従業員教育講座（3/23）のご案内
　・　常議員会開催報告
　・　会員事業所短期経済観測調査ご協力のお願い

今回同封した各種ご案内

１・２月の行事予定１・２月の行事予定１・２月の行事予定
日時 行事 会場 時間

　１月２３日（日）
　１月２５日（火）
　１月３０日（日）
　２月　６日（日）
　２月２０日（日）
　２月２７日（日）

大曲創業塾
常議員会　新年会
大曲創業塾
大曲創業塾
大曲創業塾
大曲創業塾

会議室
グランドパレス川端
会議室
会議室
会議室
会議室

１０：００～
１４：００～
１０：００～
１０：００～
１０：００～
１０：００～

第８回

２月の花火のお知らせ

主催：太田の火まつり実行委員会（事務局：大仙市役所太田支所市民サービス課）
お問い合わせ：0187-88-1111

場所：奥羽山荘西側広場
太田の火まつり2/5（土）

17：00開場
打ち上げ予定数
約300発

令和４年合同入社式
　　新入社員・従業員教育講座
令和４年合同入社式
　　新入社員・従業員教育講座
令和４年合同入社式
　　新入社員・従業員教育講座

日　時
グランドパレス川端
大仙市大曲浜町7-39 TEL 0187-62-0354

会　場

※詳細は同封チラシをご覧下さい。
　申込〆切は2月18日（金）必着です。

合同入社式
教育講座

3月23日（水）
9：30～10：00
3月23日（水）
10：00～16：00
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